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■9.14 国会包囲に 4 万 5 千人が大結集 

9 月 14 日、国会正門前は、「戦争法案」に反対する 4万 5千人で再び埋め尽くされました。

「戦争させない・9条壊すな！総がかり行動実行委員会」は、「強行採決反対！戦争法案廃案！

安倍政権退陣！9.14 国会包囲大行動」を行い、8月 30 日に次ぐ大結集となりました。 

国会正門前では昼からの座り込み行動に引き続き、夕方から詰めかけた参加者はしだいに

膨れ上がり、19 時すぎに車道へと

溢れ出しました。また、首相官邸前、

議員会館前、国会南庭前、国会図書

館前にも人が溢れ、4 万 5千人を超

える参加者となりました。 

集会には民主党、社民党、共産党、

生活の党と山本太郎となかまたち

の野党 4党の議員が揃って、戦争法

案廃案への決意を固め合いました。

また、多くの著名人をはじめ、日弁

連、安保関連法案に反対するママの

会、SEALDs らが戦争法案廃案まで

闘い抜くことをアピールしました。 

国会正門前では 4万 5千人が押し寄せて警察の規制を越え、参加者が車道一面に溢れた 

国会に向かって抗議の声を上げる参加者（国会正門前） 
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【9.14 国会周辺に押し寄せる怒りの抗議】 
強行採決反対！ 戦争法案廃案！ 安倍政権退陣！ 

国会正門前の道路は警察の装甲車などに囲まれたが、数万人の市民はその合間をぬって抗議の声を上げ続けた 

世代を超えた参加者が結集し、戦争法案廃案、安倍政権退陣の怒りの声を上げた（国会正門前） 
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（左上）デモを規制する警官が突然、鉄柵越しに参加者の首に手をかけて拘束しようとした。 

（右上）次の瞬間、後ろの警官が腕を振り上げて「公妨（公務執行妨害）！公妨！」と叫んだ。 

（左下）周囲の参加者は「不当逮捕だ！」「離せ！」と口々に抗議して、揉み合いとなった。 

（右下）近くにいた見守り隊の弁護士が駆け付けてすぐに仲裁に入り、騒ぎを納めて逮捕に至らず、事なきを得た。 

野党 4党の議員が揃って登壇し、強行採決反対、戦争法案廃案をめざして協力して闘うことを決意した。 

左から、社民党・吉田忠智党首、共産党・志位和夫委員長、民主党・岡田克也代表、生活の党と山本太郎となかまた

ち・玉城デニー幹事長（国会正門前） 
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■9.14 集会参加の国会議員・著名人らの発言（抜粋） 
岡田克也議員（民主党代表） 今日の審議も、議論すればするほどおかしくなるだけだった。
審議時間が 100 時間に達したから終わりだなんてとんでもない。国民の皆さんがきちんと理
解し納得した時が採決の時だ。納得していないのなら採決はできない。この法案を強行採決
したら日本の戦後 70 年間の大きな汚点になる。野党もしっかり協力しながら廃案に向けて徹
底的に頑張っていく。 
 
志位和夫議員（共産党委員長） 与党は公聴会を終えたら採決すると言っているが、とんでも
ない。公聴会は国民の皆さんから広く意見を聞いて審議を充実させるためのものだ。こんな
国会のルール破りを許すわけにはいかない。安倍政権は 3 か月かけても国民の理解を得るこ
とができなかった。この事実を認めるべきだ。これからが闘いの正念場であり、日本の歴史
を決める 2週間だ。皆の力で安倍政権を打ち倒そうではないか。 
 
吉田忠智議員（社会民主党党首） 安倍総理は史上最悪の総理大臣だ。戦争法案の強行、原発
再稼働、辺野古新基地建設、労働法制の改悪と、民意に背く安倍政権は直ちに退陣してもら
おう。どれほど議論しようが集団的自衛権行使と武力行使が憲法違反であることは変わらな
い。16 日の地方公聴会以降、何が起こるかわからない。しかし野党で一致結束し、廃案に全
力を尽くすことを確認し合っている。国会の内外で固く連携し、稀代の悪法の廃案に向けて
頑張ろう。 
 
玉城デニー議員（生活の党と山本太郎となかまたち） 沖縄は戦後 70 年間ずっと、米軍基地
があり戦争の匂いのする島だった。だからこの法案の怖さも肌でひしひしと感じている。翁
長知事は県民の民意に基づいて辺野古埋め立て承認を取り消すと表明した。私たち野党が結
束して闘えるのも皆さんの民意があるからだ。私たちの民意を安倍政権に突きつけて戦争法
案廃案を勝ち取ろう。 
 
大江健三郎さん（ノーベル賞作家） 私の人生の 80 年のうち、最初の
10 年間は戦争をしている国の子どもであり、その後の 70 年間は平和
憲法の下の人生だった。この人生を生きることができたのは奇跡のよ
うなものだったと思っている。しかし今回の法案が認められれば、平
和憲法のもとでの日本というものはなくなってしまう。この場には若
い人たちも声を上げている。民主主義の基本の力というものが、まだ
はっきりとある。そこから出発し、自分たち老人になった人間が、も
う希望などないと言ってへこたれてはいけない。日本人は憲法をすっ
かり無意味にしてしまうようなこの法案を阻止し、また憲法の精神に
立ち戻る、それしかない。 

 
鎌田慧さん（ルポライター） 60 年安保での私たちの敗北は、安保条
約を通過させたことだけではなく、その後にさらなる追撃をしなか
ったことにある。岸内閣の野望を防ぐようなことをしなかった。そ
して 55 年経った今、なんと岸首相の孫が現れている。60 年安保闘争
の教訓は、とにかく運動を持続すること、岸
首相的なものを打倒することだ。安倍内閣を
倒し、新しい世界を作る。その決意で頑張っ
ていこう。 
 
 

佐高信さん（評論家） 自由民権運動の時代、「民主」の主の字を解剖
すると王の頭に釘を打っている、そう謳われた。権力者の頭に釘を打
つことが民主主義だと言うならば、私たちは安倍政権に対しても釘を
打たなければならない。私たち民衆の力で、廃案に追い込むまで頑張
ろう。 
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山口二郎さん（法政大学教授） 与党は 18 日あたりに参議院の強行採
決をするかもしれない。しかしこの 9月 18 日は満州事変の日だ。日本
が侵略戦戦争を始めたその日に戦争法案の採決をするなんて、そんな
恥ずかしい話はない。これから野党はあらゆる手段を使って国会で抵
抗するという。安倍首相と一緒に食事をしているマスコミ関係者は、
野党の抵抗に対して「議会政治の破壊だ」な
どといちゃもんをつけてくるだろう。それで
も、野党の抵抗と私たちの抵抗を組み合わせ
て、何としてでも戦争法案を廃案に追い込も
う。 
 

神田香織さん（講談師） 私は講談で「はだしのゲン」を語っている
からつくづく思う。なぜ二回も原爆を落とされた日本がアメリカに
尻尾を振ってついていくのだ。日本の犠牲者だけじゃない。日本が
殺戮した大勢の人々の魂、命、涙、すべてが詰まっているのが憲法
ではないのか。安倍さんは日本の総理にふさわしくない。廃案と共にアメリカに行って大統
領にでも出馬すればいい。 

 

■9.15「戦争をさせない全国署名 2015」4 万 6 千筆

を内閣府へ追加提出・合計 228 万筆に 
戦争をさせない1000人委員会は

9 月 15 日、今年 1 月から全国に呼
びかけて集めた「戦争をさせない
全国署名 2015」の第 3 次集約の追
加提出分、4 万 6410 筆（オンライ
ン署名 1万 5382 筆含む）を内閣府
官房総務課請願担当に提出し、請
願者の声をしっかりと受け止め、
官邸に届けることを要請しました。
これに対して担当者は、「署名は即
日官邸へ届ける」ことを約束しま
した。 
「戦争をさせない全国署名 2015」

は第 1 次・第 2 次・第 3 次集約提
出分の223万 6550筆と合わせて合
計で 228 万 2960 筆に達しました。
この間賜りましたご支援・ご協力
に心から感謝申し上げます。 

 

■9.15 中央公聴会

反対・国会前抗議行動

（昼・夜）に 1 万人超 

9 月 15 日、この日開催された参議院安保

特別委員会での中央公聴会に合わせ、正午

過ぎから国会前では戦争法案に反対する抗

議集会と座り込みが行われました。集会に

は元自衛官の末延隆成さんも駆けつけ、元

第 3次集約で追加提出した 4万 6千筆の全国署名（内閣府） 



6 

 

自衛官という立場から戦

争法案の廃案を強く訴え

ました。与党側が提示した

強行採決の日が迫る中、詰

めかけた市民らは夕方ま

で座りこみを続け、抗議の

シュプレヒコールを上げ

続けました。18 時半から

は国会正門前で大集会が

開かれ、1万人を超える参

加者が詰めかけました。集

会では、国会議員をはじめ、

落語家の古今亭菊千代さ

ん、アニメーション監督の

宇井孝司さんなど、様々な立場から戦争法案の廃案と安倍政権の退陣を訴えるアピールがあ

りました。戦争させない・9条壊すな！総がかり行動実行委員会が主催したこの集会は、その

後、SEALDs に引き継がれ、抗議のコールが夜遅くまで続きました。 
 

■止めよう！辺野古埋め立て 9.12 国会包囲 

行動に 2 万 2 千人 
 沖縄県名護市の辺野古新

基地建設をめぐる政府と沖縄

県による集中協議が決裂して

終了し、12 日朝、中断してい

た辺野古沿岸部での埋め立て

工事が再開されました。一方、

翁長知事は 14日にも辺野古埋

め立て承認の取り消し手続き

に入る考えを明らかにしまし

た。これを受けて 9 月 12 日、

国会前では辺野古新基地建設

に反対する「止めよう！辺野

古埋め立て 9.12 国会包囲行

動」が開かれ、集まった 2万 2

千人の市民らが手をつないで国会を取り囲み、新基地建設反対の声を上げました。 

 「沖縄を返せ」など、沖縄の歌でオープニングを行った後、主催者挨拶に立ったピースボ

ート共同代表の野平晋作さんは「この闘いは沖縄の人だけの問題ではない。戦争反対、平和

を守る闘いを全国でおこそう」と呼びかけました。沖縄からは、辺野古現地で闘う「ヘリ基

地反対協議会」の安次富浩共同代表や、広範な団体が結集した「島ぐるみ会議」の玉城義和

事務局長が演壇にあがり、「沖縄のことは沖縄の人間が決める」、「2013 年１月に沖縄のすべ

ての自治体首長がそろって政府に提出した建白書の実現を再度求めていく」などと訴えまし

た。また、沖縄選出の照屋寛徳・赤嶺政賢衆議院議員、糸数慶子参議院議員も駆けつけ、国

会の中でも政府を追及していく決意を述べました。 

 その後、1000 人委員会呼びかけ人の鎌田慧さんが、「国会での戦争法案の廃案の闘いとと

もに、沖縄と連帯して闘おう」と呼びかけました。また、1000 人委員会の内田雅敏事務局長

は、「辺野古に基地を新設し、集団的自衛権をアメリカと一緒に行使する。それで日中関係が

ジュゴンの帽子をかぶりプラカードを掲げて抗議する参加者（国会正門前） 

中央公聴会の開始時間に抗議の声を上げる参加者（午後 13 時頃，国会正門前） 
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改善されるわけがない。中国の軍拡派を

喜ばせるだけだ。新基地建設阻止の闘い

は、アジアの平和を守る闘いだ」と訴え

ました。さらに、辺野古新基地建設のた

めに本土から土砂を搬出させることに

反対している団体や、沖縄の学生グルー

プ、オスプレイの東京・横田基地配備に

反対する運動団体など、各地の反基地団

体や市民団体などからのアピールが続

きました。 

 最後に沖縄方式で、参加者が手をつな

ぎながらシュプレヒコールを繰り返し、幾重にもなった人間の鎖が国会を取り囲みました。 

 

■みなさんからのメッセージ 

―  一人一人の市民が自分の意思で法案に反対し、民主主義を実現するための運動ができ

てきたことは、大きな一歩です。これは 1000 人委員会のお陰です。次の選挙で死票を出

さずに法案反対の議員が当選できるような枠組みが作れるようにしたいです。知恵と勇

気を振り絞ってできることをぜひ提起していきましょう。今日も仕事のあと国会へ行き

ます。                                （男性） 

 

―  何としてもこの法案は阻止しないといけません。それぞれの場で粘り強く運動を継続

していきましょう！                       （福岡・男性） 
 

■集会・活動スケジュール 
 9月 16日時点での予定です。日程変更や緊急の行動呼びかけをさせて頂くことがあります。

行動の詳細は 1000 人委員会ホームページ、または「戦争させない・9条壊すな！総がかり行

動実行委員会」のウェブサイト http://sogakari.com/をご覧頂くか、事務局までお問い合わ

せください。 
 
9 月 17 日（木） 9 時 00 分～ 戦争法案廃案・国会正門座り込み行動 

18 時 30 分～ 戦争法案廃案！国会正門前大集会（連続行動第 18 回） 
場 所：国会正門前 

 
9 月 17 日（木）17 時 00 分～ 「戦争法案」を葬ろう 9.17 集会 

場 所：参議院議員会館 講堂 
講 師：内田樹さん（学者の会呼びかけ人）ほか、各界アピール 
主 催：戦争をさせない 1000 人委員会・立憲フォーラム 

 
9 月 18 日（金） 9 時 00 分～ 戦争法案廃案・国会正門座り込み行動（※国会情勢により変更

の可能性があります。ホームページ等をご確認ください） 
18 時 30 分～ 戦争法案廃案！国会正門前大集会 場 所：国会正門前 

 
9 月 23 日（木）13 時 30 分～ 9.23 さようなら原発 さようなら戦争 全国集会 

場 所：代々木公園 B地区・けやき並木  
デ モ：渋谷コース・原宿コース 
主 催：「さようなら原発」一千万署名 市民の会 

 
9 月 24 日（木）18 時 30 分～ 戦争法案反対国会前集会（連続行動第 19 回） 

場 所：衆議院第 2議員会館前 
 

手をつなぎヒューマンチェーンで国会包囲（首相官邸前） 
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 ＜事務局からのお願い＞  

各地域で活動されている皆さんの取り組み、1000人委員会の活動、賛同者の皆様のメッセージなどを掲載します。 

事務局へ手紙、FAX、メールでお寄せください。紙面の都合上、掲載しきれない場合はご了承ください。 


